事が ありそうな もの だ。 —— と、 その 時分 私の 眼に 

する 力た I 

映った の は、 今 も駿河 台に 病院 を 持って 居る 佐々 木 博 

士の 養父 だと かいう、 佐々 木 東洋と いう 人 だ。 あの人 

は 誰もよ く 知って 居る 変人 だが、 世間 は あの人 を 必要 

として 居る。 而も あの人 は 己 を 曲ぐ る ことなくして 立 

派に やって 行く。 それから 井上 達 也と いう 眼科の 医者 

が 矢 張駿河 台に 居た が、 その 人 も 丁度 東洋さん のよう 

な 変人で、 而も 世間から 必要と せられて 居た。 そこで 

私 は 自分 もどう か あんな 風に えらくな つ て やつ て 行き 

さら 

たい ものと 思った ので ある。 ところが 私 は 医者 は 嫌い 

だ。 どうか 医者でなくて 何 か 好い 仕事が ありそうな も 



のと 考えて 日 を 送って 居る うちに、 ふと 建築の ことに 

思い当った。 建築なら ば 衣食住の 一 つで 世の中に なく 

力な 

て 叶わぬ のみ か、 同時に 立派な 美術で ある。 趣味が あ 

ると 共に 必要な ものである。 で、 私 はいよ いよ それに 

しょうと 決めた。 

ところが 丁度 その 時分 (高等学校) の 同級生に、 米 

山 保三郎 という 友人が 居た。 それ こそ 真性 変物で、 常 

に 宇宙が どうの、 人生が どうのと、 大きな ことば かり 

言って 居る。 ある 日此 男が 訪ねて 来て、 例の 如く 色々 

あげく はて 

哲学者の 名前 を 聞かされた 揚句の 果に君 は 何になる と 

尋ねる から、 実はこう こうだと 話す と、 彼 は 一 も 二 も 



なく それ を 却け てし まった。 其 時 かれは 日本で どん 

ふ る 

なに 腕 を 揮った つて、 セント • ポ —ルズ の 大寺院の よ 

うな 建築 を 天下 後世に 残す こと は 出来ない じ やない か 

とか 何とか 言って、 盛んなる 大 議論 を 吐いた。 そして 

それよりも まだ 文学の 方が 生命が あると 言った。 元来 

自分の 考は此 男の 説よりも、 ずっと 実際的で ある。 食 

ベ ると いう こと を 基点と して 出立した 考 である。 所が 

く-つく-つ はくはく 

米 山の 説 を 聞いて 見る と、 何だか 空々 漠々 と はして い 

まる 

るが、 大きい 事 は 大きい に 違ない。 衣食 問題な ど は 丸 

で 眼中に 置いて いない。 自分 はこれ に 敬服した。 そう 

なるほど 

言われて 見る と 成程 又そう でも あると、 其晚即 帟に自 



説 を 撤回して、 又 文学者になる 事に 一 決した。 随分 

のんき 

呑気な ものである。 

然し 漢文 科 や 国文科の 方 はやりたくない。 そこで 

愈 英文科 を 志望 学科と 定めた。 

ぼうば くき わ 

然し 其 時分の 志望 は 実に 茫漠 極まった もので、 ただ 

英語 英文に 通達して、 外国語で えらい 文学 上の 述作 を 

やって、 西洋人 を 驚かせよう という 希望 を 抱いて いた。 

所が 愈 大学へ^ ん つて 三年 を 過して 居る うちに、 段々 

其 希望が あやしく なって 来て、 卒業した ときには、 是 

でも 学士 かと 思う様な 馬鹿が 出来 上った。 それでも 点 

数が よかった ので、 人 は 存外 信用して くれた。 自分 も 



めた。 それから 其方 針で 少し やって、 全部の 計画 は 日 

本で やり 上げる 積で 西洋から 帰って来 ると、 大学に 

教えて はどう かとい うこと だ つたので、 そんなら そう 

しょうと 言つ て 大学に 出る ことにな つ た。 (是も 今 

云った 自分の 研究に はなら ないから、 最初 は 断った の 

である。) 

さて 正 岡 子規 君と は 元からの 友人であった ので、 私 

が 倫敦に 居る 時、 正 岡に 下宿で 閉口した 模様 を 手紙に 

かいて 送る と、 正 岡 は それ を 『ホ トト ギス』 に 載せた _ 

『ホ トト ギス』 と は 元から 関係が あつたが、 それが 近因 

で、 私が 日本に 帰った 時 (正 岡 はもう 死んで 居た) 



編輯 者 の虚 子から 何 か 書いて 呉れない かと 嘱 まれた 

ので、 始めて 『吾輩 は 猫で ある』 というの を 書いた。 

所が 虚子 がそれ を 読んで、 これ は f 可ません と 云う。 

まる し ま 

訳 を 聞いて 見る と 段々 ある。 今 は 丸で 忘れて 仕舞った 

と かく もっと 

が、 兎に角 尤も だと 思って 書き直した。 

今度 は虚 子が 大いに 賞め て それ を 『ホ トト ギス』 に 

載せた が、 実は それ 一回き りの つもりだった の だ。 と 

ころが 虚 子が 面白い から 続き を 書け というので、 だん 

だん 書いて 居る うちに あんなに 長くな つて 了った。 と 

いうよう な 訳 だから、 私 はた だ 偶然 そんな もの を 書い 

たという だけで、 別に 当時の 文壇に 対して どうこうと 
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